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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 パッシブサンプラーを改良し、観測が難しいが重要な意味を持つVOCのバックグラウンド濃度を大

規模かつ網羅的に測定し、実態解明と寄与率の特定、およびシミュレーションの画期的な改善を行っ

ている。これらは学術的に高い意義を持つと同時に、大気汚染研究や発生源対策に関する基礎情報と

して重要であり、評価できる。観測に本研究成果をどのように用い、その結果観測結果や健康影響評

価の精度がどの程度向上するのかが示されると、いっそう有用になると思われる。濃度が特に低い成

分の観測方法検討や、シミュレーションにおける都市部のVOC濃度再現性などは今後の課題であると

考えられる。これらの課題解決と、本成果の今後の展開や幅広い活用を期待する。 

 


